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8月12日(水)14時より 8月度の公開医療介護講座を

開講しました。 

今回は当講座初の試みで医-学連携として、川崎医療

福祉大学 医療福祉マネジメント学部 医療福祉デザイ

ン学科 ホスピタルデザイン専攻 の学生 6 名による

「健康紙芝居」を上演しました。 

みなさん良く御存知の童謡「桃太郎」になぞらえて、

健康でいるための医療知識や生活上の知恵について健

康クイズを交えた内容であったため、参加された患者

さまも五感を使って楽しくできたと感想をいただきま

した。 

学生のみなさんは、何度も学内で練習を重ね、製作した大きな紙芝居模式とスライド、音響効果も入っ

て各々の担当を卆なく熟し、チームワーク良く本番を乗り切られました。 

本番でも大きな問題もなく、演劇的上演を終えた学生のみなさんは、大きな達成感と充実感をもってい

るようでした。今後も 2、3回とこのような会を重ねていければ良いかと思います。 

（地域医療連携室係長 安田 浩二） 
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講座終了後、好演した 

学生・教職員の皆さんと 

“もも”サイン 

お揃いのシャツでチームワーク良く上演しました 
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今回のテーマ：『地域の中のリハビリ』 

平成27年 8月 20日(木)18時より当院多目的ホ

ールにて、第 4回医療者･介護者･福祉者のための

「ケア☆カフェこじま」を開催致しました。盆明

けと地域の夏祭りなどのイベントが多い中での開

催となりましたが、これまでと同様、地域の医療・

介護・福祉に従事されている多職種の皆様方と交

流を深める場を設けさせていただきました。ケア

カフェのシステムに沿って、参加者同士の自己紹

介から始まり終始和やかな雰囲気の

中、盛況の内に終了しました。 

開会に先立ち、前回カフェマスタ

ーを務めた筆者より「地域包括ケア

システムと地域医療構想が謳われつ

つある中、リハビリが必要であることは周知の事実ですが、一方で地域に求められるリハビリの意義について

皆さんで考えてみましょう。」と挨拶しました。 

今回よりカフェマスターはリハビリテーション科 松本主任が務め、続いて新企画「ミニ講座」をリハビリ

テーション科 佐藤仁美(作業療法士)が講師を務めました。講座は「生活とリハビリ」と題して、全身状態の

確認、機能回復維持訓練、日常生活動作(ADL)訓練、心理・精神面へのアプローチ、環境(人・場・物)へのア

プローチについて説明した上で、在宅でのリハビリについてどう考えていくかを題材とし、カフェ・セッショ

ンがスタートしました。 

今回は少数精鋭の 4グループに分かれ、テーマに沿って

テーブルホストから皮切りに自由活発な意見交換が繰り広

げられました。意見交換後、キーワードを付箋や模造紙に

書き込みながら内容をテーブルごとにシェアしました。 

その後、全体でシェア、各テーブルホストよりまとめの

発表があり、「リハビリ継続は患者・利用者にとっては“安

心”に繋がる」、「身体機能を直接理解できるため“ふれ

あい”がポイントになる。」、「リハビリも多職種間の重要な情報」、「認知症リハビリは家族の理解ととも

にある。」、「“身体機能回復のための目標＞生活上の目標”となりやすい。」、「生活リハビリはゴールが

見えずエンドレスになりがち。」「在宅リハビリであっても目標を立てる必要はある。」などリハビリならで

はの問題や課題について会場全体で共有することができました。 

最後に、参加者全員で恒例の記念写真に納まり、共有達成の念を称え合いました。 

ご参加いただいた皆様、関係各位のご理解とご協力に厚く御礼申し上げます。 

次回開催は 11月開催の予定としています。今後もケア☆カフェ自体のさらなる充実を目指して企画運営・

広報案内してまいりたいと思いますので、多くの方にご参加いただければ幸いです。 

（地域医療連携室係長 安田 浩二） 
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 当院では、毎月 1回行っている公開医療介護

講座に参加していただくと、「いきいき健康ノ

ート」をお配りしています。 

 いきいき健康ノートとは、いきいきと、生き

がいを感じながら、健康で自分らしく生きてい

ただくための自己管理ノートです。 

 日本人の平均寿命は男性が 79.55歳、女性が

86.30歳ですが、厚生労働省が先に発表した「健

康寿命」では男性が 70.42歳、女性が 73.63歳

であるとされています。（いずれも 2010年実績） 

 人はいずれ年老いて行くものとはゆえ、身体

が元気で健やかに、また心は豊かで活力のある

生活を何時までも過ごしたいと思うものではないでしょうか。 

 地域住民の皆様に出来るだけ病気にかかからず、健康的な生活を

送っていただくための手段として、体の調子や病気・治療への思い

などを「いきいき健康ノート」へ自由に記載していただき、診察や

公開医療介護講座の健康相談の場でご相談していただければという思いで作成いたしました。 

ぜひ「いきいき健康ノート」を手にとって公開医療介護講座に参加していただければと思います。 

   （事務長 山田 達也） 

当院本館のエレベーターは設置後約３０年を経過し老朽化していたため、

９月より約１か月かけて寝台用エレベーター１号機と一般用エレベーター

２号機の更新工事を行いました。 

工事期間中は寝台用エレベーター１号機が使用出来ないため、不測の事

態に備え職員が待機をしていましたが、大きなトラブルもなく工事は無事

終了しました。 

これにより、エレベーターの耐震化が

行われ、新たにリモートメンテナンスも

できるようになりました。 

今回の更新工事にあたり、患者さんや

ご家族の方々にご迷惑とご不快の念をお

かけしましたことを心よりお詫びいたし

ます。 

引き続き、新館のエレベーター３号機の更新工事を行う予定としています。 

その際も同様にご迷惑をおかけすると思いますが、ご協力の程よろしくお

願いします。                （総務課主任 藤原 靖） 

「いきいき健康ノート」の活用術 
 

本館エレベーターが新しくなりました 
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当院オリジナル「いきいき健康ノート」 

［出席シートの利用方法］ 

3 回出席でランクごとに、 

賞状や記念品を予定しています 



図１通知カード（見本） 

 

 

 

マイナンバー制度とは、社会保障、税、災害対策の分野で 効率的に情報を管理し、複数の機関が

保有する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用されるもので、行政の効率化

と、 国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤です。 

 

皆さんにとって必要な部分を分かりやすくまとめてご説明します。 

 

住民票を持っているすべての人に対して を付番し通知されます。通知

方法は右の図のような 

を市区町村から簡易書留（受け取り時に記

名か押印が必要）で郵送されます。なお通知カードは家族の分も

まとめて送付されます。 

通知カードを受け取られましたら、自宅で厳重に保管しましょう。 

 

マイナンバー制度とはこの通知カードに記載されている 

です。行政機関での待ち時間の短縮や、機関同士での連携がで

きるようになるため添付書類も不要となるといわれています。その他でも各種給付金での不正受給

の防止にも役立てられます。 

また 利用が開始されますが、番号法で定められた限定的な範囲で

のみ利用や提供ができます（社会保障、税制度、災害対策など）。そして定められた利用範囲以外

でむやみにマイナンバーを教えてしまうと情報の悪用や詐欺・成りすましなどの犯罪に

巻き込まれる可能性もありますので です。 個人番号の提出の際は注意が必要

最後に個人番号の取扱いには が便利です。下左の図のように氏名

住所生年月日などとともに顔写真やＩＣチップの入ったカードで、身分証明や個人番号の証明とな

ります。通知カード受取後に申請によって取得できますので申請してみてください。 

 

 

 

 

図 2 個人番号カード（見本） 
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テレビを見ていて疑問に思うことがあります。それはニュース番組などで流    

れる通りがかりの人達の映像です。インタビューされる人はもちろんテレビで映   

像が流されることを承諾しているのでしょうが，通りがかりの人はどうなのでしょうか。 

 インタビューを受けている人の後ろを通り過ぎる人，駅や交差点を通る人達，遠景で撮影した 

り，ぼかしが入っている時もあったような気がしますが，顔がまともに映らなくても服装や姿形 

で個人を特定されるような場合もあると思います。 

中には映像が流れることによってプラバシーの侵害として問題になる場合もあるのではないか

と思います。法律上では個人の映像（肖像権？）はどのような取扱いになるのでしょうか。 

  

 

 

 

                                             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  
  

身近にある法律相談Ｑ＆Ａ（第 8 回） 

テレビのニュース番組などで流れる通りがかりの人達の映像 

Ｑ 
 

Ａ 
肖像権とは，無断で自分の容貌を撮影されない権利をいいます。この権利を認める法律が定められているわけ

ではありませんが，過去の裁判例によって認められています。 

 もっとも，撮影する側の表現の自由や報道の自由などを尊重する必要もあることから，他の人の容貌をその人

の許可を得ずに撮影する行為が，常に違法な行為と評価されるわけではありません。 

 違法な行為として評価されるかどうかについては，撮影された人の利益の侵害が，社会生活を営む上で受忍限

度を超えるかどうか，分かりやすくいえば，一般人を基準に我慢すべき範囲を超えているといえるかによって判

断されます。つまり，我慢すべき範囲内だということになれば，そのような撮影行為は違法と評価されないとい

うことになります。 

 この我慢すべき範囲かどうかの判断にあたっては，撮影される人の側の事情としては，その人の社会的な地位

や活動内容，撮影の場所などが，撮影する側の事情としては，撮影の目的やその態様，必要性などがあり，これ

らの事情を総合的に考えて判断することになります。 

 裁判例では，東京のストリートファッションを広く紹介する目的で，女性の容貌を含めて大写しにした写真を

ウェブサイトに掲載した事案において，撮影した写真の一部にたまたま特定の個人が写り込んだ場合や不特定多

数の者の姿を全体的に撮影した場合とは異なり，撮影された女性に強い心理的負担を与えるものとして，30万円

の慰謝料を認めたものがあります。 

 我慢すべき範囲内かどうかの判断は必ずしも容易ではありませんが，ご質問のように個人が特定される場合に

は，肖像権の侵害となる可能性があります。インターネッ 

ト上の写真や動画の投稿であれば，まずは投稿者あるいは 

サイト運営者に対して画像等の削除を求めるべきでしょう。 

そして，被害の程度が大きい場合には，弁護士に依頼して 

の損害賠償請求も検討するべきでしょう。 

肖像権は，法律上保護される権利ですが，常に保護されるわけではなく，制約があります。 

森脇法律事務所 

弁護士  飯生 明（右上写真） 

〒700-0816 岡山市北区富田町一丁目２番１３号 

TEL：086-226-1215 FAX：086-226-1239 

MAIL：info@moriwaki-lawoffice.com 

 

～冬瓜～ 
意外と知られていないかもしれませんが、岡山は冬瓜の生産量が全国で 3 

位になります！冬瓜は９５％が水分といわれ、カリウムを多く含み高血圧

の予防に効果が期待されます。皮は炒め物、ワタは汁物の具などに使うこ

とができるので捨てるところがありません！       <栄養管理科> 
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ようこそ!! オープンギャラリー 「癒しの空間」へ 

 

 

 

  

日増しに秋の深まりを感じる季節となりました。今回の「癒しの空間」は児島障がい者支援センター はば

たきの会協賛による展示です。前回同様、丹精込めたたくさんの作品を展示いただき、感激もひとしおです。 

 児島障がい者支援センターでは黒明宗太先生を講師にお迎えし、月に 1回絵画教室を開講しています。展示

されている作品の多くが絵画教室で描かれたものです。ぜひゆっくりとご覧ください。（外来スタッフ一同） 

 趣味は同じ趣味仲間同士であれば共感できるものですが、興味

のない他人からみると何が面白いのだろうと思われるものです。 

 私の趣味の一つはプラモデル作りですが、妻からは「何が面白

いの」とか「子供じみた」などとよく言われます。 

 しかし今の子供達はゲームに夢中でプラモデルを作らなくな

りました。今やプラモデルは大人の趣味になったと言っても過言

ではありません。 

 乱暴に分けると 30 代から 40 代はガンプラ（ガンダムのプラ

モデル）、50代以上はスケールモデラーに分けられると私は考え

ています。 

 私は船舶以外のスケールモデル（航空機、車、ＡＦＶ等）は何でも作ります。 

 最近のプラモデル業界は欧米メーカーの倒産や中国や韓国での振興メーカーの出現、東欧からの輸入の一般

化など淘汰や多様化して来ていますが、日本のプラモデル人口は減少しており、日本では斜陽産業と言っても

よいと思います。 

 私は下手の横好きですが、日本のプラモデル業界に貢献するため、作り続けて行く覚悟です。 

 写真のプラモデルは昭和 30年代から 40年代のノスタルジックカーです。 

 マツダオート三輪の荷台のジェットモグラはご愛嬌です。            

“プラモ作りは最高のストレス解消” 
事務長 山田 達也  
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当番医のお知らせ 
10月 18日（日）は、地区の当番医です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            平成27年10月1日現在
診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

山本真也 井関裕義（禁煙外来） 大貫敬三 鏡原康介 大貫敬三 井関裕義

井原章裕 井原章裕

（9：00～12：00） （9：00～12：00）

夜診 １８：００～２０：００ 内科系医師 内科系医師 内科系医師 内科系医師 内科系医師

午前 ８：３０～１２：００ 中山富雄

午後 １３：３０～１７：００ 中山富雄

呼吸器内科 午前 ８：３０～１２：００ 阿部公亮 池田征樹 非常勤医師

胃腸内科 午前 ８：３０～１２：００ 大貫敬三

午前   ８：３０～１２：００ 古山輝将 鏡原康介 福原健三 玉田智子 第1・3

午後 １３：３０～１７：００ 古山輝将 鏡原康介 福原健三

総合診 午前 ８：３０～１２：００ 古谷 保

（内科系） 午後 １３：３０～１７：００

午前   ８：３０～１２：００ 中島英和 中島英和 中島英和 中島英和 中島英和 中島英和

予防接種・アレルギ－ 予防接種・乳幼児健診 予防接種・アレルギ－ 予防接種・アレルギ－ 予防接種・アレルギ－

乳幼児健診 アレルギー・検査日 乳幼児健診 乳幼児健診 乳幼児健診

午後夜診 １５：３０～２０：００ 中島英和 （13:30～17:00） 中島英和 中島英和 中島14：30～17：00

  ８：３０～１２：００ 宮本善文 院長　田邉秀幸 院長　田邉秀幸 宮本善文 宮本善文 院長　田邉秀幸

９：３０～１２：００ 岡﨑（下肢静脈瘤）

夜診 １８：００～２０：００ 院長 田邉秀幸 院長　田邉秀幸 院長　田邉秀幸 院長　田邉秀幸 外科系医師

午前   ８：３０～１２：００ 加川明彦 加川明彦 加川明彦 加川明彦

午後 １３：３０～１６：３０ 加川明彦 渡邊　良 加川明彦 加川明彦

脳神経外科・脳卒中科 午前   ８：３０～１２：００ 木村知一郎 木村知一郎 木村知一郎 木村知一郎

脳卒中科 午前 ９：００～１１：３０ 植村順一

午前   ８：３０～１２：００ 東川康彦 東川康彦 東川康彦 東川康彦 東川康彦

午後 １４：３０～１７：００ 東川康彦 東川康彦 東川康彦

形成・美容外科 午後 １４:００～１７:００ （第1・3・5）宗内

午前 ９：３０～１２：００ 桑原千晶

午後 １４：００～１６：３０ 越智安奈

泌尿器科 午前 １０：００～１２：００ 非常勤医師

婦人科 午後 １５：００～１７：００ 第1・2・3・4・5

午前   ８：３０～１２：００ 小國達郎 小國達郎

午後 １３：３０～１７：００ 小國達郎 小國達郎

午前   ８：３０～１２：００ 山本・猿山 石口・猿山 猿山・米満 石口・猿山 石口・仲田 石口・猿山

午後 １３：３０～１７：００ 山本・猿山 石口・猿山 石口・米満 山本・猿山 石口・仲田 石口満津子

夜診 １８：００～２０：００ 猿山雅典 石口満津子 石口満津子

健診 午前   ８：３０～１２：００ 東　良平 藤井　守 小國達郎 小國達郎 東　良平 佐藤　暢

（予約のみ） 午後 １３：３０～１６：００ 東　良平 藤井　守 小國達郎 婦人科健診のみ 東　良平

※①循環器内科は月・水・木・金・第1土曜日は予約制となります。

※②整形外科の診療(午後診）は手術のため、急遽休診となる場合があります。

※③歯科の受付時間は各日ともに診療終了時刻の1時間前となります。

山本真也
午前

山本真也 木村泰彦１３：３０～１７：００ 木村泰彦 井原章裕

皮膚科

外科

※②整形外科

耳鼻いんこう科

小児科

※①循環器内科

午前

井関裕義

午後 １３：３０～１４：３０

糖尿病外来

診療時間

放射線科

※③歯科・

歯科口腔外科

午後

内科

８：３０～１２：００

鏡原康介

木村泰彦

8:30～10:00

（内科系）

（外科系）

内科と併診

第2・4

9:00～11:3016：30受付終了

8:30～10:00 第3金8：30～10：00
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公開医療介護講座のご案内 

日 時：10 月 22 日（木）午後 2時 00 分～（約 1時間程度） 

会 場：児島中央病院 多目的ホール（新館 2階） 

テーマ：『自宅でリハビリって何するの？』 

講 師：総合在宅ケアサービスセンター児島 

    理学療法士(PT) 石谷 彰吾 

 


